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編 集 後 記

現在 私ノ教室デ最モ頭 ヲ欄マシテイ,レ事・・ 多 ク・地方病院 カラ泌尿器科医師 ヲ求 メラレテイル ノー 赴

任 スル医師 ノ居ナイ事デアル.赴 任 ヲ希望 シナイ ト云 ウノデハナ ク 赴任スルベキ医師 ノ人員 二余裕 ガナ イノ

デアル.赴 任出来ル ヨウナ フ リー ランサ ー ガ居ナイ ノデ アル.私 ハ以前 カラ特二 大学 二於ケル泌尿器

科 ノ講座 或イハ 綜合病院二於 ケル泌尿器科診療科 ノ独立 ヲ主張 シテ来テ 実際 二事態ハ ソノ方向二進 ンデ

居 リ 地方病院 モ泌尿器科医 ヲ要求スル ヨウニナツテイル ノデアルガ サテ ソウナル ト 肝腎 ノ泌尿器科医ガ

居 ナイ ト云 ウ実状デアル,折 角 コノヨウナ状勢 ニナ ツテ来 タノニ コレニ応塔ル事 ガ出来ズ マコ トニ残念

デ アル.コ レニハ種 々ノ原因ガア リ 従 ツテ対策モ色々アルデア ロウ 原因ヲ考エテ適当 二対処 スル必要ガア

ル ト思ウ

全国 ノ大学ニテ1年 間 二医者 ニナル人数 ノ合計ハ 戦前 ト現在 ト殆 ド変ラヌ 人ロモ患者モ増シテイル ノデ

アルカラ 医者 ノ絶対数ハ足ラヌ事ニナル.又 内科 外科等 ヲ多 ク志 望シ 泌尿器科等ハ少 イ ソレハ当然

トシテモ 少ナ過ギル.大 学院学生ハ4年 間ハ就職シナイ トニ角 泌尿器科教室員ハ少 クテ 需要 ハ多 イ

又 赴任シテモ 泌尿器科 ノ定員ハ殆 ド1名 デ 仕事 ノ量ハ多 ク 給与 ハ低 イ 永年勤 メテモ高ガ知 レテイル,

子弟 ノ教育 サエモ充分 二行 ウダケノ見込 ミハナイ 院長ニナレル ノモ 多 クハ内科医デアル.

ソコデ対策ハ ドウアルベキカ。先ズ医学生 ヲ増ス.卒 業生 ガ特定 ノ科 ニアマ圃リニ集 中シナ イヨウニ 何 ラ

カノ方途 ヲ講ズル.泌 尿器科専門医制度 ヲ作ル,勤 務医 ヲ優遇 スル.コ レニハ定員 ヲ増シ 俸 給 ヲ高 クスル.

開業医 トノ経済的 ノ格差 ガアマ リ大キ クナイヨウニシテ 動務医 ノママデ安心シテ居 ラ レル ヨウニスル.医 者

ヲー般公務員並 ミノ待遇デハナ ク 医療職ハ特 二高 ク扱 ウベキデアル.勤 務医デハ食エナイカラ 開業スルノ

モ無理ハナイ現状デアルガ 然 シ ソレデハ公的病院ガ成 リ立 ツテユカヌ ソレハ国民 ニ トツテモ 病人 ニ トツ

テモ不幸ナ事デ アル.又 開業医ガ多 クナル ノハ 開業医自体 ニ トツテモ困ル事デアロウ.日 本 ノ将来 ヲ長イ

目デ見ル ト 開業医制度ハ漸次縮小サ レルベキモ ノデア ロウ ソノ見地 カラモ 勤務 医 ノ地位ハ高 メラレルベ

ク 又 泌尿器科専門医 ノ養成 ガ重要デ ァル(昭 和37年6月)

購 読 要 項

1.発 行は毎月(年12回)と す る.年 間購読者 を以て会員 とす る.

2.会 員は年間予約購読料金1,200円 を前納する.1冊 料金120円.払 込みは振替 口座番号京

都4772番 泌尿器科紀要編集部,或 は第一銀行百万遍支店.

3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅 開業の別,

送金方法を御記入の上編集部宛.

投 稿 内 規

1.原 稿 の種 類 は綜 説,原 著,臨 床 報 告,そ の 他.寄 稿 者 は年 間 購読 者 に 限 る.

2.原 稿 の長 さは 制限 しな いが 簡 潔に す る.

3.原 稿 は横 書 き,当 用漢 字,平 仮 名,新 仮 名 使 いを 用 い,片 仮 名 に は括 孤 を 要 しな い.400

字 詰 原稿 用 紙を 用 い る こ と.附 表,附 図 は な るべ く欧 文 に す る こ と.

4.文 献 の書 式1は次の 如 くす る.著 者 名:誌 名,巻 数:頁 数,年 次.

例,中 野:泌 尿 紀 要,1=110,昭30.Lazarus,J.A.J.UroL,45:527,1941.

5.300語 以 内 の欧 文 抄録 を 記 し,之 に は欧 文 の 標題,所 属機 関 名,ロ ーマ字 著 者 名 を 附 け ,

な るべ くタイプ ライ タ ーを用 い る こ と.希 望 の場 合 は当 編 集部 に て醗 訳 します.抄 録 用 の 原稿 を

送 るこ と.醗 訳 の実 費は 申受 く

6.掲 載 料 は4頁 迄毎 頁600円,そ れ 以 上 の頁,ア ー ト頁,図 表,写 真 は実 費 を 申受 け る .別

冊20部 を無 料贈 呈,そ れ 以 上は 実 費 を徴 収 す る.こ の場 合 には 予 め希 望 部 数 を 申込 む こ と,特 別

掲 載 も考 慮 す る.

7.校 正 は初 校 のみ 著者 校 正 と し,再 校 以降 は 編集 部 が 行 う.

8.原 稿 送 り先 は京都 市 左 京 区聖 護 院 京 都 大学 病 院 泌 尿器 科 紀要 編 集 部.




